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研究成果の概要（和文）：　本研究では、定府大名堀田氏に関わる史料の分析を中心に進め、所領支配の実相を
検討したその結果、定府大名であることの特質を考慮しつつ以下の点を明らかにした。(1)所領支配の機構整備
と実態、(2)居所堅田と京・大津との関係性、(3)政策の展開と地域経済・自然環境の影響、(4)居所の移転と所
領支配の変容、(5)居所佐野における「城下町」の創出、(6)江戸大名世界における堀田氏と藩政の展開。
　上記成果に加え、他地域における定府大名の事例を比較検討し、所領配置や支配システムなどについて、定府
大名の特質のモデル化を検討した。

研究成果の概要（英文）： We analyzed the historical materials of the Hotta clan , who were a 
zyofu-daimyo. We revealed how to rule the territory as a zyofu-daimyo. The following points were 
clarified. (1)The process of creating a governing mechanism. (2)Relationship between Katata and 
Kyoto/Otsu. (3)Policies for dealing with the natural environment. (4)The process of moving the "
Kyosho" from Katata to Sano , and the governance system changes. (5)The process of create "a castle 
town" at Sano.(6)The relationship of daimyo in Edo influenced the Hotta's domain.
 We compared other zyofu-daimyo , and modeled the quality of a zyofu-daimyo.

研究分野： 日本近世史

キーワード： 藩政史　定府大名　畿内・近国論　江戸における大名世界　領主支配　飛地領　気候変動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、従来十分に検討されてこなかった定府大名の所領支配について明らかにしたものである。
　本研究によって、旗本や大名の所領配置や畿内・近国論など、従来の研究蓄積と切り結ぶ論点を見いだすこと
が可能となった。また、堀田氏の所領があった近江・下野・上野のみならず、他地域における所領配置や所領支
配のあり方を分析するにあたり、応用可能な分析視角を検討することが出来た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)定府大名は江戸に定府するため所領に赴くことはないため、参勤交代を行う大名とは異なる
所領統治が行われる。この差異を踏まえた研究は蓄積が少なく、本研究では定府大名堀田氏を素
材として、その所領統治を明らかにすることが課題である。 
 
(2)2013～2015 年度に科研費の交付を受けた研究（「譜代小藩堅田藩の基礎的研究－地域社会の
変容と藩政の展開－」（基盤研究(C) 、研究課題：25370808））において、堀田氏関係の古文書や
記録類の大半を収集し、その分析に着手したところであった。先述の課題に取り組む条件が整っ
ているなか、研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
(1)定府大名は江戸に常駐するため、藩主が江戸の大名社会に接する機会は他の大名よりも多い。
一方、所領に赴かないことから、領民と接する機会は少ない。大名相互、または幕府と大名間の
儀礼関係は見られるが、領主－領民間の儀礼関係は希薄となる。 
 こうした定府大名の特質を踏まえた上で、「江戸の大名世界－統治機構－所領」という所領支
配の構造を明らかにし、江戸時代における大名の統治のあり方について、その一形態を示す事が
本研究の目的である。 
 
(2)他地域との比較を行いつつ、上記の研究成果を所領配置の観点から検討していきたい。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究が分析の対象とするのは、(A)堀田氏の所領、(B)堀田氏領を超えた広域的な経済や自
然環境、(C)江戸における大名世界（親族大名や役職大名を含む）である。所領を統治する機構
について基礎的な分析を重ねることにより、所領支配の実態を明らかにし、その上で、所領を越
えた問題への対応や施策を明らかにする。加えて、江戸の大名世界が所領支配に与えた影響を分
析する。 
 
(2)上記の研究を進めるため、研究代表者、分担者、協力者が、共通した議論の土台をつくるこ
とが出来るように、史料を輪読する研究会を定期的に実施する。輪読する史料は、すでに収集し
た堀田氏関係の史料のうち、居所があった本堅田村の大庄屋日記（元禄から幕末まで伝存）であ
る。 
 
(3)申請計画に基づき、（a）近江における所領支配、（b）関東における所領支配、（c）江戸にお
ける大名世界について検討を進める。研究代表者、分担者、協力者は、(a)(b)(c)いずれかの分
野を分析対象として、収集史料の分析を行う。 
 
(4)上記の研究成果を共有する機会として、年２回の研究会を行う。また、研究成果を市民向け
に還元する成果発表会を年度末に行う。 
 
４．研究成果 
(1)所領支配の機構整備と実態 
 本堅田村の大庄屋日記の読解を進め、堀田氏領の所領支配について主要な政策の展開を明ら
かにし、支配を担う機構の構造を解明した。合わせて、本堅田村の中に都市的要素が含まれる堅
田の行政組織が明らかになった。 
 また、堅田から佐野への居所移転にともない上知となった高嶋郡の動向を検討し、引き続き領
地であった滋賀郡との比較検討を行った（(3)(4)の成果と関連する）。 
 
(2)居所堅田と京・大津との関係性 
 堅田陣屋の役人が京・大津と取り結んだ関係について解明した。陣屋役人と京都町奉行所与力
との関係や、陣屋役人と大津代官所との関係、堅田藩大津屋敷を起点とした大津商人や京都商人
の関係などについて明らかにした（(3)(5)の成果と関連する）。 
 
(3)政策の展開と地域経済・自然環境の影響 
 堅田藩領の琵琶湖沿岸における気候変動を検討し、藩の施策に与えた影響を明らかにした。こ
の影響は、堅田藩領のみならず、琵琶湖沿岸地域に所領を持つ領主にも同様の影響を与え、共通
する施策が実施されている点にも言及している。また水害への対応として、村役人による田地の
水位測定の結果が検見帳に反映される過程も明らかにした。 
 堅田商人北村家の分析から、商人の経済力と藩政の関わりについて検討し、地域社会の担い手
や地方支配の変化を明らかにした。特に佐野へ居所を移転したのち、北村又三郎の役割・位置付
けが重要であることを明らかにした（(4)(5)の成果と関連する）。 
 
 
(4)居所の移転と所領支配の変容 



 文政９年（1826）に堀田氏は居所を堅田から移した。移転の実態に加え（(1)の成果）、江戸の
大名世界における堀田氏の位置付けなど、移転の背景が明らかとなった。移転後の所領支配につ
いて、野州領３か村の百姓が「城付地」の領民という意識を持ちつつ佐野藩との関係を作ってい
たことなど、新たな事実が明らかになった（(3)(5)の成果と関連する）。 
 
(5)居所佐野における「城下町」の創出 
 交通の要衝であり、地域社会の中心地である佐野に「城下町」が創出される過程が解明された。
この過程は、堀田氏が定府大名から一般の大名へと変化していく事を意味しており、支配の変容
と関連付けて意義づけることが出来る。 
 
(6)江戸大名世界における堀田氏と藩政の展開 
 堀田氏の江戸屋敷における基礎的な検討を進め、幕府政治との関連を検討した。そのなかで、
親族大名全体における共通利害という視角から、堅田藩主堀田正敦が堀田氏一族の家長として
位置づけられていく過程を明らかにし、居所の移転との関連を分析した（(4)の成果と関連する）。 
 
(7)定府大名領における所領支配の特質 
 (1)～(6)の成果を踏まえ、他地域の定府大名領との比較を行った。定府大名の統治形態の特徴
が陣屋の規模などと関連していることや、畿内・近国地域や関東地域の所領配置と、定府大名領
の所領配置の比較研究の有効性などの議論が進化した。定府大名の所領支配についてのモデル
として、堀田氏領を位置づける視角を確認した。 
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